<特集>精神分析からみたトラウマの世代間伝達 (特集III : 講演会抄録) by コッヒャー, クラウス et al.
Title<特集>精神分析からみたトラウマの世代間伝達 (特集III :講演会抄録)
Author(s)コッヒャー, クラウス; 大山, 泰宏; 大山, 万容
Citation
京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究セン
ター紀要 = The Annual Bulletin of Praxis and Research





Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
36 臨床教育実践研究センター紀要  第 20 号  
 




監訳： 大山泰宏 2    翻訳： 大山万容 3 
 
1.フランクフルト精神分析協会 精神分析家 
2.京都大学大学院教育学研究科 心理臨床学講座 准教授  


































































クリスタル (Krystal, 1968) はトラウマ的出来事の決定的な要因として、内的・外的危機からの逃避
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※ 解題  
  本テクストは、2013 年 5 月 15 日に開催された、クラウス･コッヒャー(Klaus Kocher)氏による講演
Trans-generational Aspects of Trauma: Psychoanalytic Perspective の邦訳である。この講演は、平成 
23～25 年度  科学研究費補助金基盤(B)｢精神力動的心理療法家のトレーニングに関する開発的研究－-
国際比較調査を通して」(研究代表者：松木邦裕)  の補助を受けて行われた。 



















   夏の風物詩である花火大会は、戦争の記憶と深く関係しているように思われる。戦後、各都市では、
死者が還ってくるお盆の時期、原爆投下や終戦記念日の時期、花火大会が盛んにおこなわれた。第二次
世界大戦時には、空からヒューヒュー音を立てて空から落ちてくる焼夷弾が、日本の本土を焼き尽くし
た。日本の 200 以上にものぼる都市が灰塵と化し、少なくとも 30 万人以上もの民間人の命が奪われた。
ここに原爆と沖縄地上戦の民間人犠牲者の数を加えると、死者の数はこの 2 倍となる。兵士の数も加え









  なお、本講演には臨床事例が含まれているが、Web 公開にあたっては、コッヒャー氏からの快諾を得
ている。一般に公開されることに対して十分に配慮がなされ記述された事例であることを申し添えてお
く。 
 (大山泰宏) 
